
第 57回 (平成24年度)公開研究発表会 外国語科(英語)発表要項

『発信力』を高める英語学習指導の在り方

-4技能を統合的・総合的に育成する年間指導計画の編成を通してー

星野百合子高久由紀子田村岳充

平成 20年 3月に告示された中学校学習指導要領を受け，同 9月に刊行された解説では，

今回の指導要領改訂の経緯として，冒頭に， r知識基盤社会j の時代の到来とともに，異

なる文化や文明との共存や国際協力の必要性を述べている。

また， OECD (経済協力開発機構)の PISA調査など各種の調査結果を受け，思考力・

判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題，知識・技能を活用する問題に課題があると

言及している。

こうした背景を受け，平成 20---22年度の 3年間，本校外国語科(英語)では， r W発
信力』を高める英語学習指導の在り方-4技能相互の活用を中心として-J をテーマに設

定し，思考力・判断力・表現力を高め， 4技能を統合的・総合的に育成するため， 4技能

相互の関連を意識し，既習の知識・技能を活用させ，発信力を高める学習活動の在り方に

ついて研究を進めてきたD

一方で，今年度から新学習指導要領に基づいた教育課程が全面実施となったことを受け，

外国語科の改訂の趣旨，先行実施されている小学校外国語活動との接続や本校外国語科の

これまでの研究の成果を踏まえながら新しい指導計画を編成することが急務となっている。

1 研究テーマ設定の趣旨

1 本校の共同研究から

本校では，平成 20年度からの 3年間，共同研究テーマとして「新しい時代に対応した

授業の在り方を考える一活用型学習活動の実践を通して-J を設定し，研究を進めてきた。

学習指導要領の改訂に伴い，これまでの授業の在り方について再考し，知識・技能を「生

きてはたらく知識・技能j へと高める学習活動の在り方について追究してきた。本校共同

研究では，昨年度から新たな共同研究のテーマとして， r確かな学びを通して自己を確立

する生徒の育成Jを掲げ，自己と周囲との調和を図ることのできる，自己肯定感の高い生

徒，また，よりよい集団・社会を築こうと，自ら考え判断し，行動(実践)できる生徒の育

成を目指して研究を進めているところである。

自己と周囲との調和を図るには，コミュニケーションを行うことが不可欠である。こ

れは，英語を通して，相手の意向を受け止め，理解するとともに，自分の考えや気持ちを

伝える「発進力Jの育成を目指す外国語科のねらいに通ずるものである。

コミュニケーションを通して相手を理解し，自分の考えや気持ちを伝えることで，人

間関係はよりよいものになっていく。自分の存在や考え方が認められ，理解されることに

よって自己肯定感も自ずと高まることとなる。

しかし，時に，自分と相手の考えが一致せずに，コミュニケーションが中断したり，

互いの関係が悪化したりすることもある。そうした場面で，互いの妥協点を見いだしたり，
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関係を改善したりすることができるか，周囲からのアドバイスを参考に，自ら考え判断し，

行動していくことが大切になる。

こうした背景から，外国語科(英語)では，前研究の成果を生かしながら， 4技能を

統合的・総合的に育成し， r発信カ」を高めることができるようにするとともに，授業の

中に，これまで以上に生徒自身が自ら考え判断する機会を設定し，擬似的な目的にとどま

ることなく，確固とした目的に向かつて相手と意見を交流させ，互いに理解し合うことが

できるような活動を展開していく必要がある D

2 外国語科(英語)のこれまでの研究から

本校の外国語科(英語)では，これまでの研究において，生徒に言語の使用場面や働

きを意識させ，自己表現を促す活動を数多く設定し，コミュニケーションの楽しさを実感

させることに努めてきた。その中で，生徒に身に付けさせたいコミュニケーション能力を，

次のように定義してきた。

コミュニケーション能力

ア 「自分の考えや気持ちJを言語の使用場面と働きを意識して表現する能力

イ 「相手の考えや意向Jを受容し，対話する意味を見出すことができる能力

ウ 基礎・基本を自分なりに活用し，コミュニケーションを図ろうとする態度

この定義を受け，平成 17---19年度の 3年間においては，イに焦点化し， r聞き手」の
育成を志向した研究を行った。それ以前の研究の中でも継続的に行ってきた，場面や状況

設定に工夫を凝らし，生徒が自分自身との関連を見出せるような意味のある英語のインプ

ットを継続しつつ，聞き取れた内容をもとに， r話し手」に，より能動的に関わりをもと

うとすることのできる生徒の技能の育成を図ってきた。

続く平成 20---22年度の 3年間の研究では， r聞き手Jの育成を続けつつ，既習の知識

や技能を活用しながら， r話し手j の技能を向上させることを目指した研究を行い，思考
力・判断力の伸長とともに，生徒の「話し手Jとして技能が向上した。それを「発信力j

と呼ぶこととし，以下のように定義した D

発信力

コミュニケーションを通して得た情報や知識を基にして，自らの意見や考えを

相手に分かりやすく伝達することができる力

4技能を相互に関連させ，既習の知識や技能を活用させる学習活動を充実させること

で，生徒の「発信力」を向上させることができた。

以上の 2点から，本校外国語科(英語)では，平成 24年度より新学習指導要領が全

面実施になることに備え，これまでの研究の成果を盛り込み， 4技能を統合的・総合的に

育成しながら，生徒の思考力・判断力を高めつつ， 3年聞を通してより効果的に「発信

力Jを高めることのできる年間指導計画を編成することを目指すことにした。その結果，

昨年度より，研究テーマを rW発信力』を高める英語学習指導の在り方 ー4技能を統合
的・総合的に育成する年間指導計画の編成を通してー」と設定し研究を進めることとし
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した。発信力は相手の受信力を前提としている(受信力を見極められる必要)

2 研究計画

上記の趣旨をふまえ，以下のような研究計画を設定した。(年度は研究年度を示す)

1 第 1年次(平成 23年度)

(1) これまでの研究の成果と課題並びに新指導要領の重点項目の確認

(2) 外国語科(英語)の年間指導計画編成の基本方針の検討

(3) 3年間を見通した発信カ育成のための方策の検討

(4) 研究の視点に基づいた授業の実践と事例の集積

2 第 2年次(平成 24年度)

(1) 外国語科(英語)の年間指導計画編成の基本方針の確認と修正

(2) 年間指導計画の編成と単元の指導計画・評価計画の作成

(3) 研究の視点に基づいた授業の実践と事例の集積

(4) 研究の評価方法についての検討

3 第 3年次(平成 25年度)

(1) 年間指導計画に基づいた授業実践と指導計画・評価計画の修正

(2) 研究のまとめ及び評価

(3) 新研究の内容の検討

3 前年度までの研究内容

昨年度は，これまでの研究成果を踏まえ，年間指導計画を編成するための基本方針を検

討するとともに，発信力の育成を志向した授業の実践を行った

1研究の視点に基づいた授業実践について

昨年度の研究において，教師の観察やワークシートの評価例などから生徒の発信力並

びにそれを支える思考力・判断力の伸長が観察されている。生徒の思考力・判断力の育成

のためには，相手の発話のポイントをしっかりと聞きとったり，相手の考えや気持ちを受

容的に理解し，それに応じて自分がどう感じ，どう考えたりすることが大切である。発信

力の育成のための土台として，これまでの研究の成果が生きていることを改めて実感した。

また，発信力が伸びた最も大きな理由のーっと考えられるのが，英語学習における 1年

後， 3年後の目標を年度当初に提示し，その目標に到達するために何が必要であるのか，

生徒一人一人が自分を客観的に評価し，省察する場面を設定したことであろう。

詳しくは後述するが，自分の学習状況を文章で省察することで，生徒が自分自身をメタ

的に見つめることができ，自分の英語学習における現在地点をしっかりと把握することが

できるようになったことが大きい。自分が理解していること，実際にできていることは何

か。一方，自分が理解していないこと，改善すべきこと，これから行う必要のあることは

何かをベアパートナーやクラスメート，教師の助けを借りながら明らかにすることで，学
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習の広がり・深まりが見られるようになった。更に，教師が行った改善点を以下に挙げる。

こうした工夫も，生徒の思考力・判断力・表現力の伸長に寄与していると言えよう。

ア 各学年の授鶏を改善し，基礎・基本の習得に関する指噂にきちに重点を置〈とともに，

ぞれ4与を湖周させる場面や方法符をヱ失するとと

イ 教師~生徒，生徒相互が英語を過して考えや気持怒を受滅容せるインタラクシヨンを

授黛の中に多く取り入れ，質否や感想など話し手の意向を受砂た上で，自分の君、見を

発信する掠れが自然に継続するようにしたとと

ウ コミュエケーション情動の導入野分を見直し，生従の知的好奇心肺撤されるような

魅力あるトピック選ぴに工夫を劃aたとと
エ ペアや小グループでの対話活動や笑作文を符ラ僚には，伝えたいメヲセージのポイン

トが受け手に伝わるように，践りを必要以上に気にしすぎるととなく活動が進めるれ

るよラに留意したとと

オ アイコンタクトのような表面的な治怠事項のみなおず，教師も積極的に自己開示を行

う等ユーモアを大切にし，教師も含め，生徒が互いを受容的に受砂入れ合える雰囲気

作りを心がけたとと

カ 聞いたり自青んだりしたととをもとに，自分の意見や考えについて歯したり，書いたり

する活動を継続的に符うようにしたとと

キ 自分の考えや気持ちを表現させる際には，躍に，何の目的で伝えるのか，発信する側

と受信する倒防相互につながり，関われるような吠棚鐙をするように努めたとと

2 年間指導計画編成の基本方針の確認

1年間の研究を通して検討した年間指導計画の編成の方針をまとめると，以下のよう

になる。まずは，本校外国語科(英語)で定義した「発信力Jを育成することを目指し，

生徒が思考・判断し，まとめた意見や考えを適切に表現できるようにすることが大切であ

る。先に述べたように， 1年後，もしくは 3年後の目標とそれを体現する活動を示すとと

もに， リハーサルとして，各学期に発信力育成のための活動を位置付ける。

語集や言語材料が習得されるまでには長い時聞がかかるのは自明のことである。それ

らが一人一人の生徒にしっかりと身につくのを待ってから発信させるのでは，実際に自分

の考えや気持ちを表現する機会が失われ，結果として生きて働く力を身につけることは難

しくなる。こうした考えから，まずは学習したことを実際に使って表現する場面を各学期

に位置付けることにした。年間指導計画上には表れてはいないが，発信力育成のための活

動を支え，実りあるものとするために，日々の授業において大切な豊富な英語のインプッ

トを継続して与えることや，生徒が互いに聞き合うかかわりを形成できるような指導があ

ることを確認しておきたい。

単元の終わりや，上記のような表現活動を終えた際に，自分の取り組みを省察させ，

次の単元や，次の表現活動でよりよい成果を挙げるにはどうすればよいのか，また，自分

が理解していないことやうまくできなかったことを自分自身で発見させることで，語紫や

言語材料だけにとどまらず，表現の技能など，基礎的な知識や技能を着実に身につけるこ

との大切さに気づかせることができるようにする。
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このように，習得型の学習活動と活用型の学習活動とが相互に有機的に関連し合うよ

う留意しながら，年間指導計画の編成について検討を進めてきた。先に述べたように，発

信力を育成するために効果を上げてきたこれまでの研究成果を年間計画の編成に反映させ

たい。

3 発信力育成のための具体的な方策及び外国語科(英語)における活用型学習と新学習

指導要領の重点項目について

「発信力の身についた生徒の理想像J及び「発信力育成のための学年目標」を掲げ，

活用型学習活動【ア 4技能が相互に活用された活動，イ既習の複数の文構造を用いる活

動，ウ語集・文法の使用・習得が反復的に図られる活動】を授業に取り入れてきた。更

に，平成 20年 9月に刊行された学習指導要領外国語編の改訂のポイント(評価の観点，

言語活動)に注目して，そこに挙げられている内容を整理し，本校外国語科(英語)の年

間指導計画の編成に留意すべき点として活用することとした。

※第56回公開研究発表会 外国語科(英語)各論参照

4 小学校外国語活動との連携について

附属小学校との連携も進めてきた。附属小学校においては，昨年度より「慣れ親しん

だ英語で，人とかかわることを楽しむ子どもの育成 ーインプットから意欲を高め，自己

表出に生かしていく活動の展開一J という研究テーマを設定し，英語に触れる必然性を高

めるため，楽しさを味わうストーリー性のある展開を工夫し，自然な流れの中で英語によ

るインプットを豊かにした授業を展開してきている。教師からのインプットを中心に，友

人の話す英語にも耳を傾けてみよう，聞こえてきた英語の内容を理解しようとする意欲を

高め，無理なく自然に自分の意見や気持ちを相手に伝えようとする児童を育成しようとし

ている。授業者が学級担任である利点を活用し，児童たちにとって旬な話題を取り上げた

り，級友の好みを話題にしたりするなどして，相手のことを知りたい，自分のことを伝え

たいという状況を作り出している。英語を媒介として人と人をつなぐ指導を大切にしてい

る小学校の授業の在り方に，我々中学校教員も学ぶべきところが多く，今後も情報交換を

継続していきたいと考えている。

4 本年度の研究内容

前年度の研究では，年間指導計画を編成するにあたり，引き続き活用型学習活動を位

置づけた授業実践を行ない，前述のように効果的に生徒の発信力を育ててきた。日々の授

業を行っていく中で，課題として挙がったこと(各プログラム聞の言語材料のつながり，

学期ごとの適切な課題の設定， 3年間を見通した活動の流れ等)を年間指導計画にどう反

映していくかを課題としながら授業実践を進めようと考えた。そこで 本年度は，あらた

に ア ガイダンスの充実と省察の機会の設定イ 小学校外国語活動との関連エ 年

間のゴールを意識した単元の指導計画・評価計画の編成 オ 総括的な評価のための評価

規準の作成 を基本方針として加え，研究を進めた。
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ア ガイダンスの充実と省察の機会の設定

1年後，もしくは 3年後の指導目標とそれを体現する活動を事前に生徒に示すとと

もに，活動前に生徒が何を目指して活動を行うかを考えさせる機会を設定する。活動後

には，自分の立てたねらいが達成できたかどうかを省察させる。

イ 小学校外国語活動との関連

1年生の導入期を中心に，小学校外国語活動を経験した生徒を対象とした授業を展開す

る際に留意すべき点を明らかにし，年間計画並びに授業の中に具現化する。特に，英語に

よる意味のあるインプットを重視した授業作りを行う。

ウ 活用型学習活動の効果的な配置

0語黛・文法の使用・習得が反復的に図られる活動を設定する。

O既習の複数の言語材料を用いる活動を設定する。

0まとまった量をアウトプットさせる自己表現活動を設定する。

04技能が相互に活用された活動を設定する。

エ 年聞のゴールを意識した単元の指導計画・評価計画の編成

1年後に到達させたい目標を意識した単元の指導計画・評価計画を編成する。実際に活

用しやすい計画にするため，形成的な評価の流れを縦軸に配し，視覚的にも捉えやすいレ

イアウトとする。

オ 総括的な評価のための評価規準の作成

学期末，学年末に位置付けられた発信力育成のための活動を通して表出する生徒のパフ

ォーマンスや作品を総括的にどのように評価するか，その具体が見えるような規準表を作

成する。

1 研究の視点に基づいた授業実践例

本年度の授業実践については，上記の中から イ 小学校外国語活動との関連と ウ

活用型学習活動の効果的な配置，に焦点をあてて研究を進めた。授業の実践例を紹介しそ

の具体的な内容について述べる。

E三百
小学校で外国語活動を経験してきた生徒たちが，どのような授業を経験してきたのかを

我々中学校の教師が把握するため，また，安心して中学校の授業に取り組むことができる

よう，年度当初に小学校外国語活動に関するアンケートを実施した。アンケートには主に，

①小学校で行った主な英語活動の内容，②どのようなことが英語で表現できるか，③中学

校の英語の授業での楽しみなことと不安なこと等についての項目を設定した。①，②に関

しては，新入生の英語学習に向けてのレディネスを明らかにすることにより，入門期の授

業を計画する際に考慮すべきことを明らかにできると考えた。③に関しては，授業が本格

的に始まる前に，アンケート結果を生徒たちと共有し，中学校での英語学習に向けた期待
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感を高めたり，不安感を和らげたりすることができると考えた。

ア アンケートの結果より

①については， ALTの先生と自己紹介，食べ物，スポーツ，動物，数字，色等の言

い方，時刻天気の言い方，フルーツバスケット，ビンゴゲーム等のゲームということで，

ほとんどの小学校で同様な活動をおこなってきたようである。②については，あいさつ，

簡単な自己紹介，好きなこと・もの，①に挙げた言い方，質問の仕方等であるが，中学校

高学年で習得するような言語材料を使用した経験を持つ生徒もいた。③に関しては，楽し

みなこととして，小学校で習った英語が使えるようになること，英語が書けるようになる

こと， 日常的な話題を英語で話すこと等が挙げられ，不安なこととして，自分が話す英語

が通じるか，単語が覚えられるか，文の構成が理解できるか，予習・復習が追いつくか，

書くことができるか等が挙げられた。アンケートから，中学校の入門期に行っている内容

と類似した活動を小学校で行ってきていることが分かった。また，出身小学校による差も

ほとんど認められなかった。小学校では，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度の育成が行われ 生徒たちは，他者と関わる基本的な姿勢を身に付けていると考えられ

るが，中学校においても引き続き意欲的に活動ができるよう，他者と関わる活動をたくさ

ん取り入れることを考えた。

イ 授業を進める際の留意点

授業を進める際に留意したことは，小学校で体験してきたことをできるだけ活かした

り，振り返ったりする時間を取るということと，他者と関わる楽しさを共有できるような

活動を多く取り入れるということである。前者に関しては，授業中に生徒に答えを予想さ

せる場面を多く取り入れたり，自由な発想で表現できる場面を今まで以上に多く取り入れ

たりするなどを試みた。例としては，ピクチャーカードを通して内容の導入をする際，教

師側から一定の情報を与える前に内容を予測させ，生徒がこれまで慣れ親しんできた単語

等を使いながら解答させることを試みた。後者に関しては，対話活動において，自分の考

えや気持ちを英語で伝え合ったり，新たな情報を付け加えたりする活動を多く取り入れる

ことを心がけた。活動の後には，必ず全体で共有する場面を設け，他者のことをより詳し

く知ることができるよう，発表の仕方や聞き方を工夫した。

ウ授業の流れ

|実践例11
授業中に使用したワークシート① CPROGRAMlの自己紹介の場面一抜粋)

1 1会話のマナー!これだけはおさえよう!1 

女 相手の目を見て話そう

eye contact (アイコンタクト)をとることはとても大切です。会話の基本だね!

貴 表情豊かに，Is¥をこめて，相手に聞き取れるように!

無表情で聞き取りにくくては，コミュニケーションは成り立ちません!
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2 Let's introduce yourself to Mr.OOO (000先生に自己紹介をしよう。〉

~~にち防， 000先生。私ぬ名前防00'Z:.0 OO~曙んを〈疋~"。私防00出身
芭， 00に住九をい歩可。どうぜよろしく。

術会いさきZうねしいを可。

3 Let's introduce yourself to your friends. (たくさんの友達と英語であいさつ

をしてみよう白
~~にち跡。私命名前防00宮市。-~呼

~芭句。私防00出身芭， 00に住んをい

参可。会え乞うれしいです。

活動の前に自己紹介の仕方を振り返らせると共に会話のマナーを確認し，また，相手

に，より詳しく，分かりやすく伝わるようにするためにはどうしたらいいかを全体で共

有する時間をとる。ここで生徒たちから挙がってきたことをまとめ，次の活動に活かす

ようにする。 2の活動では，基本的な内容は示すものの，英語で表現できる情報は自由

に表現できる雰囲気を作れるよう配慮する白 3の活動では，友人同士でそれぞれ表現で

きる範囲で自己紹介し合う。その後，再度全体で紹介させ合うことにより，いろんな表

現方法があることを共有させる。

授業中に使用したワークシート② (PROGRAM7の導入，対話活動の場面一抜粋)

ロデオ会場にて

・由紀は誰と，どんなことについて話しているのかな?

・印象に残った単語、表現は?

※導入の場面では，教科書の rooと・・のおしゃべりを聞いてみよう Jというリス
ニング教材を利用し，どのようなことが話題になるのかをイメージさせる。その後，ピクチ

ャーカードを見せ，知っている単語や表現等を使い内容を予想させる。生徒たちから出た

ものは，教師が分かりやすくまとめ，スムーズに内容に入れるように配慮する。

3 Talk about yourself in your group. (グループで話してみよう。)

2 Did you sleep well lost night? 

(1) Holdαdiα109. 

トピック→What time did you go to bed lasすnight?

↓ 

2nd question: How long did you sleep? 

↓ 

3rd question: Is that enough? 

※ 1 st stαge free talk 2nd stαge memo 
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「時間の長さJを伝えられるようになることが目標の活動である。基本文の練習を十

分に行った後，対話中に使われそうな表現を全体で共有してから活動に入る。対話形式は

固定せず，生徒たちがある程度自由に表現できるようにした。また， "Is that enough?" 

と付け加えることにより，新たな情報をもとに対話の内容が広がるようにした。

エ 生徒の様子

小学校外国語活動を経験し，英語に触れる経験がこれまで以上に増えたことから，

listeningの力がこれまでの生徒に比べると高いように感じられる。英語独特の発音や

リズムをとらえる感覚に優れている生徒も多い。 ALTともスムーズに対話活動に入れ

るなど，外国人とも臆せず関わろうとする態度が育っていることを感じた。授業中の対

話活動の様子も，アイコンタクトを心がけたり，ジェスチャーを使って気持ちゃ様子を伝

えようとしたりなど，態度面の積極さも感じた。

オアンケート

教科書の PROGRAMの内容が終わった時点で，生徒達たちに中学校の授業に関する

アンケートを行った。

①小学校での英語活動で経験したことが，中学校で役に立ったと感じた

ことはありますか?あるとすれば，それはどのような場面ですか?

②中学校の英語の授業で楽しいと感じる活動はどんな活動ですか?

③ l年を通して，どんなことがあらたにできるようになりましたか?

①について

・あいさつや自己紹介の場面。

「聞くこと」の活動は小学校に時もたくさんやってきたので 先生や ALTの先

生が話していることがなんとなく理解できた。

・基本的なあいさつや単語を習っていたので，スタートダッシュがスムーズだった。

・聞いたことのある単語は，書くときも楽だった。

②について

・自己紹介。小学校のときよりもパワーアップした内容になった。

・ペアやグループでの対話活動やスキット作りの活動。実用的で楽しい0

・ALTとの授業。

-英語を書く活動が楽しい。

③について

-基本的な言い方しか分からなかったが，その応用が分かるようになった 0

.自分の気持ちゃ意志を英語で表現できるようになった。

・いろいろな英文が作れるようになり，会話のl隔が広がった 0

.単語を言うことから会話へと発展した。

-答えるだけでなく，質問することもできるようになった白

-英語での表現の幅が広がったので， “おもしろし、"と感じることが多

くなった。
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カ アンケートの考察と今後の課題

アンケートの記述から，生徒が小学校で経験してきたことが，中学校入門期学習に

影響を及ぼしていることが分かった。生徒の耳が，英語を聞くことにこれまでよりも

慣れていることで，英語でのコミュニケーション活動に臆せず入れると感じている生

徒が多い。また，小学校で、慣れ親しんできたことを活用しながら，より発展的な表現

活動を楽しんでいる生徒の姿も多く見受けられた。特にベアでの対話活動やスキット

作りでは，小学校で習った単語を取り入れながら，新しい言語材料と組み合わせて表

現するなどの工夫が見られた。

一方，アンケートの結果や授業中の観察から，英語に対する多少の苦手意識を持って

中学校に入ってきた生徒がいることも確かである。小学校での活動の影響か，英語で

の表現活動に自信がない生徒や，小学校で取り組んでこなかった英語を書く，という

ことに対して不安がある生徒も見受けられる。今後は，そのような記述をした生徒に

とっても，自信を持って英語で他者と関わっていけるように，授業の流れや学習形態

に更に配慮、をするとともに，英語学習に対して肯定感をもっている生徒たちが意欲的

に英語で自己表現をしやすくなるように，身近で自分たちと関わりのある場面を設定

する等，工夫を凝らしていきたい。また，毎日寺聞の官頭に，他者と関わり合いながら

自己表現する活動を取り入れたい。生徒が，英語の楽しさだけではなく，お互いの新

たな情報を知ったり，共有し合ったりする楽しさも感じられるようにしていきたい。

12~~1 
スピーチを取り入れた指導展開 {2年生・ 2学期末のスピーチ例〉

題材: r思い出の写真j を語ろう!
準備: 実物投影機・スクリーン

課題: 自分が持っている写真の中からこだわりの 1枚を選び，その写真についての

思い出を語るロ写真については，何歳の，どの場面の写真でもよい。スピーチ

の中身には，必ず〈共通の内容項目〉を入れて話すこと。

指導展開

時 活動内容 指導上の留意点

-スピーチ原稿の構想及び作文 評価の観点と目指す姿についてのガイダン|

第 スを行う。自分が何を目指すのか，めあて

1 を記入させる。
時

-いつの写真を使ってもよいこととし，話し!

たい気持ちが湧くような題材設定にする。

-下書き〈共通の内容項目〉 -原稿の書き方は「序論・本論・結論」を意

Ql Who took this picture? 識させる。
第 Q2 How old were you then? -共通の内容項目を必ずスピーチの中に入れ
2 
時 Q3 What were you doing then? ることを条件とする。

Q4 What do you think of the -机間指導をしながら既習の文を使えるよう

picture? に指導・助言する。
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-小グ、ノレープワーク① (4人) -友達の原稿には，感想、のみならず必ずその

第 ①お互いの原稿を読み合い「感 内容に対して質問をすることとする。

3 想・ 1QuestionJを書く。 -友達からの Questionが原稿の再検討に活
時
②友達からのアドバイスをもと かせるようにする。

に原稿の再検討をする。

第
-清書及びスピーチ練習 -机間指導をしながら必要に応じて適宜指

4 導・助言をする。
時

-小グループワーク② (4人) -客観的に自分を振り返ることができる機会

①グループでお互いのスピー として，友人との練習の時間を設ける。

チを聞き合い評価をする。 -評価の観点を 4つに焦点化して再度確認さ
第 ※ 評価の観点 せることで，ポイントを押さえた良いスピ
5 
時 声の大きさ/アイコンタク ーチを創りあげようとする意識を高めさせ

ト/速さ/英語らしさ) る。

②改善点・アドバイスを言葉 -友人からの評価が，スピーチ練習に確実に

でイ云える。 反映されるよう意識させる。

第
-発表 -話し手は聞き手を意識して，聞き手は話し

6 手を意識して楽しく発表会に臨ませる。
時

-発表及び振り返り -第 1時に記入させた自分のねらいを再度配
第 布した上で，自分の準備・発表を振り返ら
7 
時 せる。達成感とともに今後の課題にも目を

向けさせ，学習意欲の向上につなげる。

<授業を終えて>

今回の年間指導計画編成にあたって，総括的な評価の場面を設けることとしたのは前述

のとおりだが，スピーチに取り組む生徒達の活動や省察の様子を見取りながら，活動が非

常に有効であったと感じている。以下，総括的な評価の場面を設けることの有効性につい

て，また，指導過程に協同の場面(小グ‘ループ活動)を設けたことについて，その理由を

述べる。

【学年末の最終ゴールに向けた，各学期末の発進力育成のための活動の有効性】

・生徒にとって，自己の成長の様子を振り返る絶好の機会となった(昨年と今年， 1 

学期と 2学期など，自分が出来るようになったこと，まだ出来ないことなどを比較

して感想を述べる生徒が多かった)。

・評価の観点を意識し，友人からのアドバイスを活かしながら練習する意欲的な姿が

多く見られた。

・自分の発表のみならず，友達のスピーチを楽しく聞こうとする。(スピーチの題材

は，選択の自由度を広くすると益々生徒のモチベーションが上がると思われる。)
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以下，生徒の省察のコメントを紹介する。

(生徒感想 1) 

練習で友だちに教えてもらったアイコンタクトやはっきり話すということに，気

をつけられたと思いました。次回は， 1つ 1つの事について詳しく文章を作れたら

いいと思います。自分の感情を出すということもできたらいいなとも思いました。

(生徒感想 2)

アイコンタクトは失敗しました。でも，写真について詳しく説明できたのでよか

ったです。練習時よりも聞きやすい速さでしゃべることができました。 r旅行記」
( 1学期末のスピーチ)の時よりも英語っぽくできたのでよかったです。

【グループ活動の効用(原稿作り・スピーチ練習)】

・友人から感想、・質問・アドバイス等を受ける機会を設けることにより，発表の質的向

上はもとより，聞き手をより意識した原稿の練り直しができる白

・スピーチ練習では，聞き手が 4つの観点に基づいて評価をし，結果を話し手にフィー

ドパックするので，自己評価のみならず，客観的に自分の発表を見直すことができる 0

・各自が共通の評価観点を持つことで，互いの評価がし易く，また，スピーチの表現力

を高めるポイントが焦点化されるので練習に取り組み易い。

・聞き手を意識した発表を，本番(全体発表)の前に何度も練習することになり，発表

に向けた自信を高めることにつながる。

-友人と練習し合う活動を繰り返し取り入れることで，友人の良い所を参考にしたり，

自分に合った形で吸収したりすることができる。加えて，繰り返しリハーサルができ

ることから，表現の技能のみならず意欲の向上がみられた D

<スピーチの題材設定について工夫した点>

2年生においては， 1学期末には「旅行記J， 2学期には「思い出の写真Jを題材に

スピーチを行った。 r旅行記Jについては，遠足や修学旅行などの全員が同じ旅行を対象
に書くのではなく，部活動のメンバーと，幼なじみと，親戚や家族との旅行など，今まで

に経験した様々な旅行の中から，一番思い出深いもの選んで良いこととした。

また， r思い出の写真Jでも，写真選び 1学期と同様に，何歳の，どの場面のものを
使っても良いとした D 自分が赤ちゃんだ、った時の写真，部活動の試合での得点シーン，小

学校時代の学芸発表会等，実にバラエティに富んだ写真が飛び出した。

スピーチの題材は，その選択の自由度を広げると，生徒のモチベーションが更に高ま

ると思われる。また，写真を実物投影機に映し出し， SHOW&TELLの形をとったスピー

チでは，話す方にも聞く方にも楽しく，盛り上がるものとなる。

く今後に向けて>

今後は，こうしたパフォーマンスや作品をどのように評価するか，生徒の実態と我々

教師の目指す生徒像との双方を考え合わせながら，今回設定した評価規準の微調整を続け，

より精度の高いものとしていきたい。外国語科(英語)全員が， 1年間，さらには 3年間
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の到達目標を共有し，指導に当たっていけるような密接な連携をしていくことが今後更に

大切になっていくと感じている。

2 年間指導計画の編成について

本年度あらたに考えた基本方針を念頭に置き， 3年間の全体計画，単元の指導計画・

評価計画および総括的な評価のための評価規準を作成した。全体計画では， 3年生の学年

末に行う自己表現活動での生徒のパフォーマンスの様子を具体的にイメージし，それに向

かつて，各学年の適切な時期にも，自己表現活動をスパイラルに配置した。 1，2年生で

経験する活動が， 3年生の学年末に向けたリハーサルとしての意味を持つことになるので，

活動後の振り返りと，その後の自己の学習への指針となるような工夫も忘れずに行ってい

きたい。

全体計画を受け，形成的な評価をしながら生徒の学びを充実させていけるような単元

の計画を立て，単元ごとに評価規準も作成した。それらについても，上で述べた自己表現

活動に有機的に結び付くよう検討を加えている。なお，各計画については当日配布資料を

参照されたい。

5 成果と今後の課題

研究の 2年次である本年度は，前年度検討した年間指導計画編成のためのグランドデザ

インをもとに， 4で挙げたように基本方針に修正を加え，年間指導計画を作成することが

できた。各学年末に，生徒がどのような知識や技能を身に付け，どのようなパフォーマン

スができるようになっていることが理想なのか，教科内で具体的なイメージを共有しなが

ら編成することができた。また，小学校外国語活動との関連を踏まえ，意味のある豊富な

インプットを大切にしつつ，生徒にとって無理のないように指導過程を工夫しながら，自

分の考えや気持ちを発信させることが，どの教室でも志向されるようになってきたD

授業実践に関しては，前年度までの研究の成果を引き続きながら改訂を加え， r発信
力J育成のためのアウトプット活動を効果的に位置付けることができた。題材設定や活動

形態にも工夫を凝らした結果，相手を意識しながら自分の考えや気持ちを伝え合ったり，

互いの存在を認め合い，協調し合ったりしながら活動を進めていくことができるようにな

った。その結果，自信を持って自己表現をすることができるようになった様子が多く観察

できた。このことは，本校共同研究のテーマ「確かな学びを通して自己を確立する生徒の

育成Jや，育てたい生徒像である「自己と周囲との調和を図ることのできる，自己肯定感

の高い生徒・よりよい集団・社会を築こうと，自ら考え判断し，行動(実践)できる生徒」

に通じるものであると言えよう。

また，小学校外国語活動との関連では， 1年生の年度当初に行ったアンケートの集計

結果を，コミュニケーション活動に反映させながら授業を実践することができた。小学校

から生徒が経験してきた，音声を中心としたコミュニケーョン活動を継続しながらも、今

までよりも早い時期に文字を提示し，音声と文字との関連を意識させたり，英語によるイ

ンプットを大切にしながら，より多くの表現方法に触れさせる機会を持たせたりすること

もできた。

今後の課題としては，年間指導計画を実際に運用し，微調整を行いながらよりよいもの
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に改善していくことであろう。そのためにも，教科部会を適宜行い，意見交換を行いなが

ら，並行して年間指導計画の修正を進めていきたい。また，生徒の発信力の伸長について

適切に評価・分析できるよう，活動の成果を蓄積していく必要があると考えられる。本研

究の最終年度に向けて，今後も，発信力育成のためのより効果的な手立てを講じていくと

共に，研究の評価についても検討を重ねていきたい。
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